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論文内容の要 ~ 
日

エリアシュベノレクゃのギ、ヤップ方程式を解く乙とによって，超電導の転移温度をきめる公式を導

いた。その公式では，電子-格子相互作用のための再規格化の効果が考慮されている。われわれ

の得た公式は半現象論的に得られたマクミランの公式と大変類似している。われわれの公式を用

いて， 18種類の非選移金属の超電導転移温度といくつかの超電導定数を計算した。超電導定数の

数値を求める場合に，電子-格子相互作用におけるウムクラップ過程を注意深く取り入れた。転

移温度についてわれわれの計算した値は Zn， Cd, ß-Hg, In, Sn (w) , Al, Pb において実験値と

よく一致した。 またアノレカリ金属の中では Li が，アルカリ土類金属の中では Be と Mg が超

電導になる乙とがわかった。われわれは次に超電導になるための条件について議論をした。われ

われの転移温度の公式を圧力で微分することによって，転移温度と臨界磁場に対する圧力効果を

計算し，実験値とよい一致を見た。その結果，超電導の圧力効果にはフオノンの周波数の圧力変

化が主に効いていることがわかった。最後に圧力が大変高い場合の超電導性について議論した。

論文の審査結果の要旨

乙の論文は 2 つの部分から成り立っている。

最初の部分では， 18種類の非遷移金属について，それらに超伝導状態が出現するか否か，出現

する場合にはその臨界温度はいくらかを論じ，測定結果とくらべて極めてよい一致をえている。

Eliashberg の方程式を基礎にとって， 簡単化の仮定を設けて乙れを解くのであるが， その際，

従来一般的には考察されていなかった Umkla pp-process をとり入れたり， pseudo-potential に

工夫をこらすなど，主要な要素を残すような種々の配慮がなされており，独創性豊かである。あ
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との部分では圧力による臨界温度の変化が論じられ，実験結果がかなりよく説明されている。圧

力によって格子振動数が変ることが主原因であると示されている。
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